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1）床から2．5mの高さでの測定
2）90cm×70cmの面積を有する壁に張っ
　た麻紐の数
4．霜の製造量を増加させるた
　　めの一つの試み
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　霜の製造量を増加させるため
の一方法として蒸発槽の水面か
らの蒸発量を増加させることを
考え，そのための装置として回
転網を考案し，その蒸発促進効
果の測定を図4に示すような試
験用の霜箱を用いて行なった．
　回転網というのは図4および
写真8に示すように，円形に切
った21枚の金網を2cm間隔
で連ねたもので，金網の直径は
9cm，網目の間隔は1．8mmで
ある．これを蒸発槽の水にその
3）麻紐群の最下端付近での測定
4）霜の揺り落しは定期的に行なったが，その時問間
　隔を表わす．試験終了時とは試験終了時のみに揺
　り落したことを意味する．
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回転網の蒸発促進効果を測定するための試験用霜箱
A蒸発槽　B送風機　C麻紐　D回転網（単位・m）
一235一
国立防災科学技術センター研究報告
一部が浸るように装着し，毎秒0．8回
の割合でゆっくり回転させると，水中
に没していた部分も回転につれて網目
に水を含んだまま次第に水面から露出
するが，網目に張った水膜はその部分
が再び水中に没するまで凍結すること
はなかった（ただし，水膜が破れるこ
とは時々あった）．このため各網の網
目に張った水の両側面がそれぞれ水面
の一部をなすと考えられるから蒸発面
第19号　1978年3月
写真8回　転　網
積としては水面から露出した部分の面積の2倍だけ増加することになる．
　回転網の装着時と無装着時の水の蒸発量を測定してみると，図5のようになっており，蒸
発量は水温にかかわらず装着時の方が3倍位大きくなっており，箱内にただ一本張った麻紐
への着霜量も，蒸発量の増加に従って大きくなっていることがわかる．回転網を装着した時
蒸発面積は無装着時の約4倍であるから，この回転網の蒸発促進効率（蒸発量の増加率÷蒸
発面積の増加率）は約70％であり，かなりよい蒸発促進効果を示している．
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　　　　　　霜箱の送風機から吹き出される空気の温度（。C）
　　　　　　　　図5回転網による水の蒸発促進効果
　　①回転網装着，水温30℃　　○無装着，30℃　　田装着，20℃
　　口無装着，20．c　　添字は麻紐にできた霜の量（g／hr）
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　回転網を実際に霜箱に装着した場合，その蒸発量の増加がそのまま霜の製造量の増加につ
ながるわけではなかろうが，水蒸気を捕捉する機構は蒸発機構に無関係であるから，このよ
うな工夫をすれば霜の製造量の増加が期待できるし，霜箱の小型化も可能である．
5．　む　す　ぴ
　天然の新雪の代わりに大量の霜を用いることを考え，霜の製造装置“霜箱”を作った．こ
れは蒸発槽，麻紐群，送風機および引出から構成されており，その霜の製造試験を行なった
ところ次のことが判明した．
　1）90cmxgocm×50cmの大きさをもつ霜箱1号の製霜能力は最高3．5kg／目（密度
o．049／cm・，羊歯状結晶）で，185cm×135cmx1oo　cmの霜箱2号の場合には12・3kg／目
（0．039／cm3，羊歯状結晶）であった．
　2）霜箱内で霜とならないで外へ逃げる水蒸気の量は，消費した水の6割以上を占めてお
り，このため低温室の冷却機のフィンコイルヘの着霜が激しいIそれゆえ霜の製造に使用す
る低温室は除霜の容易な冷却器を備えていることが望ましい、
　3）回転網は水の蒸発量を増加させるのにかなり有効で，これを用いると製霜能力の向上
や霜箱の小型化が期待できる．
　なお，霜箱で製造した霜と天然の新雪との類似性についてのさらに詳しい検討を今後行な
う予定である．
おわりに
　霜箱の作製にあたっては，当新庄支所の阿部修技官の御協力を得ました．また，この報告
を書くに際し中村勉研究室長（現支所長）に有益な助言をいただきました．ここに記し深く感
謝いたします．
　本研究は科学技術庁試験研究所経常研究費によって行なわれた．
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